
勇払原野におけるオオジシギ個体数調査 その２ 

 

ファクトシート２「勇払原野におけるオオジシギ個体数調査その１」の結果から、オオジシギの個体数の変化

と環境の変化の関係を調べた。 

オオジシギの個体数を調査した 59 ヶ所の 1km×1kmのメッシュにおいて、2000・2001 年と 2017年

の調査結果を比較して、オオジシギの数の増減と環境の増減を一般線形モデルで解析した。環境は土地利用か

ら（荒地・樹林地・草地農地・人工地）の4つの環境について調べた。 

オオジシギが減少したメッシュは、樹林が増えている場合が多いことがわかった。また、オオジシギが減少し

たメッシュでは統計的に有意に草地・農地が減少していた。オオジシギの生息環境を守るためには、生息地の

樹林化を防ぎ、草地を維持していく必要があることがわかった。 
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オオジシギが減少したメッシュ

で 
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オオジシギが増加したメッシュ

で 

オオジシギが変動しなかったメッシュ

で 


